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件によってか'(が異なる (1>α> 0) 
が成守する。 G.T. Fechner (1860)はこれに基いて次式
を提山した。







































されてfE生し，刺激註 (S) は吸着電池) 1こ比例する
ものと仮定するならば次式が成立つ。




Aニ pcq (p， q :定数)
Langmuirの孟九
141 
A =. ~bC 
ニ 1+瓦己一 (a， b :定数 151
ここでCは岐持、手術ドにおける気体の濃度を表わしてい
るが9 これが小さい場合， 151:r~は次の白11 く書下す乙とが
できる。
A~a b C (5') 
ζれらの工Uの中 9 例えば141工むを131式l乙代人し，その結
果をさらに11式lこ代入すると次式



















Dyson， 1937; R H. W right， 1954， 1969)，吸着穿孔説
(J. T. Davies， 1953， 1969)，立体化学説(R.W.Mon 
















1 = (:Lki) lnC十エ(Hilnr i十Ki)
ここで :Lki = k， :L (kiln ri十KiJ二 Kと置くと


























0.8 1.2 1.6 
log C + 1 
函一1 強度と濃度の聞の相関
(昭52.2.15，3.25調査)
法); 横軸:logC (C:濃度， ppb) +1)の如くで，直
線関係(相関係数 0.875)の存在することが見られるので
その勾配を読取ると3.76*3，従って(61式の kとして1.64
表 l 硫黄化合物の k
Hj 
物 斤と仔1 
(1)※a (21 ※b 
硫化水素 0.565 0.41， 
メチルメルカプタン 0.384 0.54， 
エチルメノレカプタン 0.290 0.35， 
硫化メチル 0.30， 0.34， 
硫化エチル 0.330 0.469 
二硫化ジメチル 0.43， 




















26 2.5 4.0 ppb 
51 0.5 6.1 
52 3.5 18.7 
Y 2.9 7.8 
54 1.9 2.8 
55 1.1 1.8 
56 3.4 0.9 
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